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男女が共に支える社会に関する意識調査

報告書

概 要 版

岩手県環境生活部 若者女性協働推進室

「いわて男女共同参画シンボルマーク」



4.0 

13.8 

9.1 

7.1 

5.9 

13.8 

10.1 

10.9 

1.0 

3.2 

2.1 

3.1 

18.8 

38.9 

29.3 

32.3 

5.3 

20.5 

13.3 

11.1 

11.2 

28.5 

20.3 

19.5 

4.6 

16.7 

11.0 

13.1 

5.3 

17.6 

11.7 

10.9 

32.7 

40.6 

36.7 

41.5 

40.3 

43.2 

41.8 

43.4 

11.9 

16.7 

14.6 

17.4 

50.5 

40.6 

45.6 

43.8 

36.3 

35.4 

35.8 

36.8 

57.8 

51.3 

54.6 

55.1 

46.5 

51.0 

49.1 

49.3 

56.1 

59.4 

57.8 

62.7 

45.5 

28.2 

36.3 

34.5 

33.3 

22.8 

27.4 

24.9 

56.1 

51.0 

53.4 

50.4 

14.5 

6.1 

10.1 

9.0 

31.7 

19.0 

25.2 

29.1 

17.5 

6.9 

11.9 

9.7 

28.7 

15.0 

21.5 

22.8 

18.8 

7.2 

13.0 

11.7 

4.6 

3.2 

4.3 

5.8 

7.3 

4.3 

5.8 

4.4 

4.0 

2.0 

2.9 

1.8 

2.0 

1.4 

1.7 

0.9 

6.6 

2.3 

4.4 

4.4 

2.6 

0.3 

1.4 

2.7 

5.3 

2.0 

3.5 

2.0 

5.6 

1.2 

3.2 

2.6 

2.3 

1.4 

1.8 

0.5 

1.0 

0.9 

1.1 

0.5 

0.0 

0.6 

0.3 

0.3 

0.3 

0.0 

0.2 

0.0 

1.3 

0.3 

0.8 

0.4 

0.0 

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

0.6 

0.5 

0.1 

0.7 

0.3 

0.5 

0.3 

8.3 

8.1 

8.1 

5.3 

7.9 

10.1 

9.0 

9.6 

19.5 

19.0 

19.1 

19.9 

9.9 

7.8 

8.7 

8.1 

13.9 

16.4 

15.1 

11.9 

7.6 

7.8 

7.6 

7.0 

10.6 

9.5 

9.9 

7.4 

9.9 

10.4 

10.1 

6.6 

2.3 

4.6 

3.5 

5.0 

3.3 

4.9 

4.4 

6.1 

7.6 

7.2 

7.5 

7.0 

4.0 

4.9 

4.4 

5.8 

4.6 

6.1 

5.3 

6.3 

3.3 

4.3 

3.8 

5.7 

4.0 

4.9 

4.4 

5.1 

3.3 

3.7 

3.5 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

男性

女性

全体

前回調査

家
庭

の
場

で
職

場
で

学
校

教
育

の

場
で

政
治

の
場

で

法
律

や
制

度

の
上

で

社
会

通
念

・

慣
習

・
し

き
た

り
な

ど
で

地
域

社
会

で

社
会

全
体

と

し
て

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

調査概要

●目 的：

● 対 象 者 ：
●調査時期：
●回収状況：
●実施主体：

岩手県民の男女平等や性的役割分担に関する意識と生活実態等を把握することにより、今後の
男女共同参画行政を推進するための基礎資料とします。

岩手県内に居住する満18歳以上の男女2,000人 ※郵送調査
令和６年10月～11月
有効回収数656人（回収率32.8％）
岩手県環境生活部若者女性協働推進室

Ⅰ 男女平等

１ 男女の地位の平等感

★ 多くの場面で「男性が優遇されている」と感じている割合が高い傾向にあります。

「学校教育の場」を除く７つの場面において、「男性が優遇されている」とする割合が高くなっています。特に「政治の
場」、「社会通念、習慣、しきたり」、「地域社会」などの場面において、男性が優遇されていると感じている
割合が高くなっています。

男女別にみると、「男性が優遇されている」とする割合は女性の方が高く、男性と女性との間で認識の差がみ
られます。

前回調査（令和３年）と比較すると、全体的には「男性が優遇されている」とする割合は減少しています。
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Ｎ＝656 男性＝303 女性＝347 その他＝0 無回答＝6

男性が優遇 平等 女性が優遇



Ⅱ 女性の社会参画

★ 「地方自治体の施策」や「国の施策」で反映されていると感じる割合が低くなっています。

女性の意見や考え方が反映されているという回答は、「地域社会」と「職場」で過半数を超えています。一
方、「地方自治体の施策」と「国の施策」では、５割未満となっています。
男女別にみると、女性の方が、「女性の意見が反映されていない」と感じる割合が高くなっています。

１ 女性の意見や考え方が反映されているか
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２ 今後女性の参画が進むべき分野（複数回答）

★ 多くの分野で、今後女性の参画が進むべきとの回答が増加傾向です。

このうち「議会の議員」や「公務職場」、「企業の管理職、労働組合の幹部」分野への期待が高くなってい

ます。

今後女性の参画が進むべき分野として、「議会の議員」（68.4％）が最も高く、次いで「公務職場」
（52.1％）、「企業の管理職、労働組合の幹部」（50.9％）が上位となりました。
男女による回答の差をみると、特に差が大きかったのが「自治会、ＰＴＡなどの役員」（男性32.0％、女性

15.3％、16.7ポイント差）、次いで「弁護士、医師などの専門職」（男性21.8％、女性35.7％、13.9ポイント
差）でした。
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６ 国連などの国際機関

７ 建設業など女性の少ない職場

８ 理工系など女性の少ない分野の学

生

９ 大学、研究所などの研究者

10 農林業団体などの役職

男性

女性

合計

前回調査



Ⅲ 家庭生活、結婚・家庭観

１ 固定的性別役割分担意識 （「男は仕事、女は家庭」という考え方について）

★ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合が年々増えています。

「男は仕事、女は家庭」という考え方に「同感しない」割合は増加傾向（男性3.6ポイント、女性5.2ポイン
ト）にある一方、男性の「同感する」割合は横ばいとなっています。

★ 夫婦間の家事などの役割分担の現状としては、日常的な家事の多くを女性が担い、家庭内の最終的な意

思決定は男性が担っている傾向があります。
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掃除や洗濯、食事のしたくなどの日常的な家事については、多くを妻が主に担っていますが、「同程度分担
している」と「夫が分担している」を合わせた割合は増加傾向です。
育児や介護・看護の分担についても、女性が主に担っている割合が多い状況です。
家庭内の意思決定については、夫が主に担っている割合が多いですが、同程度分担しているという回答が前

回から増加しています。
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２ 家庭生活及び結婚・家庭観

★ ライフスタイルの価値観は多様化しています。

「結婚は個人の自由、してもしなくてもよい」、「結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない」と考え
る人が増える一方、「女性は結婚したら、自分自身より家族を中心に」、「女性は仕事をもつのはよいが、家
事、育児もすべき」と考える人は減っています。
また、｢結婚しても、相手に満足できないときは離婚すればよい｣と考える人は前回から減っていますが、

｢一般に、今の社会では、離婚すると女性が不利｣という考える男性が減る一方、そう考える女性は増えてお
り、男性と女性との間で認識の差がみられます。
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32.6 

32.1 

40.6 

26.2 

23.5 

23.7 

16.9 

34.3 

26.2 

22.0 

15.2 

2.6 

3.5 

2.8 

5.1 

3.2 

2.7 

3.4 

2.5 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

7.9 

9.4 

9.8 

17.8 

40.9 

37.7 

42.7 

39.9 

20.5 

24.5 

21.3 

17.3 

22.1 

21.2 

19.6 

15.4 

5.6 

4.4 

3.8 

5.3 

3.0 

2.8 

2.8 

4.3 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

19.8 

18.7 

15.4 

15.1 

26.8 

29.9 

25.2 

22.3 

19.7 

17.9 

20.5 

21.3 

16.8 

19.4 

23.0 

26.0 

14.9 

11.6 

12.7 

11.2 

2.0 

2.4 

3.3 

4.1 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

21.6 

17.9 

17.7 

13.7 

27.4 

32.4 

25.1 

23.1 

18.4 

17.4 

18.9 

21.8 

15.3 

16.8 

19.4 

25.2 

15.0 

13.4 

15.2 

12.1 

2.3 

2.1 

3.7 

4.0 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

17.8 

19.8 

12.2 

16.8 

26.7 

27.8 

25.2 

21.2 

21.1 

18.2 

22.4 

20.7 

17.8 

22.0 

27.6 

26.9 

15.2 

9.4 

9.8 

10.1 

1.3 

2.8 

2.8 

4.3 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

26.2 

28.3 

24.7 

24.0 

33.7 

31.8 

28.0 

28.2 

11.3 

9.7 

10.1 

11.8 

14.3 

14.2 

19.9 

18.7 

11.6 

13.6 

14.0 

13.4 

2.6 

2.4 

3.4 

4.0 

0% 50% 100%

今…

R3…

Ｈ…

Ｈ…

１そう思う
２どちらかといえばそう思う
３どちらかといえばそうは思わない
４そうは思わない
５わからない
無回答

32.6 

32.6 

30.1 

29.6 

34.9 

32.1 

28.2 

30.0 

8.6 

8.3 

9.0 

9.9 

10.7 

9.6 

13.8 

12.9 

10.4 

15.5 

14.6 

14.0 

2.6 

1.9 

4.2 

3.6 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

19.5 

24.2 

17.8 

16.8 

32.7 

32.0 

27.6 

26.0 

14.5 

11.0 

11.5 

14.2 

17.5 

18.7 

27.6 

26.0 

13.2 

11.0 

12.9 

12.5 

2.3 

3.0 

2.4 

4.6 

0% 50% 100%

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査

②女性は結婚したら、自分自身より家族を中心に

③結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない

④女性は仕事をもつのはよいが、家事、育児もすべき

⑤結婚しても、相手に満足できないときは離婚すればよい

①結婚は個人の自由、してもしなくてもよい

⑥一般に、今の社会では、離婚すると女性が不利

男性全体 女性

男性全体 女性

男性全体 女性

男性全体 女性

男性全体 女性

男性全体 女性



３ 出生数が少なくなっている理由 （複数回答）

★ 「経済的余裕がない」「教育にお金がかかる」ことを挙げる人が多くなっています。

出生数が少なくなっている理由は、｢経済的余裕がない｣(76.7％)の割合が最も高く、次いで｢教育にお金がかかる｣
(64.3％)、｢仕事と子育ての両立困難｣(59.3％)と続きます。

また、「結婚する人が少ない」は、前回調査（48.1％）より5.3ポイントと大きく増加しています。
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64.3 

40.2 

2.1 

76.7 

59.3 

12.0 

40.4 

53.4 

15.7 

15.5 

5.6 

1.4 

60.4 

41.6 

4.7 

68.6 

58.6 

12.4 

45.4 

48.1 

15.1 

13.1 

4.3 

4.4 

63.4 

33.2 

4.0 

72.4 

60.9 

11.6 

44.9 

47.4 

12.6 

10.4 

6.1 

3.3 

58.6 

37.6 

5.0 

70.8 

63.9 

11.1 

51.1 

47.3 

13.9 

9.8 

6.8 

1.7 

0% 50% 100%

１教育にお金がかかる

２育児の心理的、肉体的負担

３家が狭い

４経済的余裕がない

５仕事と子育ての両立困難

６趣味やレジャーと両立しない

７結婚年齢の上昇

８結婚する人が少ない

９未婚で子を持つことの抵抗感

１０子が欲しくない

１１その他

１２わからない

今回調査

R3年度調査

Ｈ30年度調査

Ｈ27年度調査



1.4 

1.9 

1.7 

0.9 

45.8 

42.0 

30.7 

29.6 

31.1 

34.8 

32.4 

31.7 

14.4 

11.2 

14.6 

13.7 

13.0 

14.6 

4.0 

7.5 

5.4 

6.3 

2.6 

2.7 

2.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

R3

Ｈ30

Ｈ27

4.3 

2.8 

3.1 

4.3 

51.5 

46.0 

41.3 

39.4 

29.4 

32.8 

28.3 

22.1 

8.9 

10.2 

11.9 

15.4 

8.7 

11.8 

5.6 

8.0 

5.2 

4.6 

0.3 

0.3 

1.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

R3

Ｈ30

Ｈ27

１大変働きやすい ２ある程度働きやすい
３あまり働きやすい状況にない ４働きやすい状況にない
（一概にはいえない） ５わからない

Ⅳ 職 業

１ 女性が職業をもつこと

★ 男女とも「一生もちつづける方がよい」と回答した割合が最も多くなっています。

女性が働く環境について、「働きやすい｣という回答は51.5％で、前回調査46.2％より5.3ポイント増加しています。
｢働きやすい状況にない｣という回答は41.7％で、前回調査44.5％より2.8ポイント増加しています。

２ 現在の社会は女性が働きやすい環境にあるか

★ 女性の働く環境について「働きやすい」と考える割合は、調査回数を重ねるごとに増加しています。

｢一生もちつづける｣の割合が最も高く、男女共に過半数を超えていますが、男性より女性の方が2.1ポイント高くなっていま
す。男性より女性の方が高い傾向はこれまでの調査と同様です。

｢子ができたらやめ、子が大きくなったら再びもつ｣と回答した男性(18.2％)は前回調査より6.3ポイント、女性(15.3％)は前回
調査より4.0ポイント減少し、もちつづける方がよいと考える傾向が強まっています。
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2.7 

2.4 

2.3 

2.4 

48.8 

43.8 

35.2 

33.9 

30.0 

33.7 

30.6 

27.5 

11.7 

10.8 

13.4 

14.4 

11.3 

13.4 

4.7 

7.7 

5.3 

5.5 

1.7 

1.6 

1.9 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

R3

Ｈ30

Ｈ27

全体

男性 女性

働きやすい 働きにくい

64.8 

59.6 

61.7 

52.6 

0.0 

2.4 

1.7 

1.3 

1.4 

1.3 

1.4 

2.7 

15.3 

19.3 

18.6 

27.3 

0.0 

0.3 

0.3 

0.6 

7.2 

8.0 

6.5 

5.9 

8.6 

6.4 

7.3 

7.4 

0.9 

1.3 

2.5 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

R3

Ｈ30

Ｈ27

62.7 

56.7 

53.8 

51.0 

1.7 

1.1 

1.7 

1.7 

3.3 

2.5 

5.9 

3.1 

18.2 

24.5 

25.9 

28.6 

1.0 

0.3 

1.7 

0.2 

4.3 

4.4 

3.5 

3.8 

7.6 

7.7 

5.9 

7.5 

0.7 

0.8 

1.4 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

R3

Ｈ30

Ｈ27

一生もちつづける 結婚するまでもつ
子どもができるまでもつ 子ができたらやめ、子が大きくなったら再びもつ
もたない方がよい その他
わからない 無回答

男性

女性

今回

R3

H30

H27

N＝347

N＝374

N＝355
N＝527

N＝303

N＝363

N＝286
N＝416

今回

R3

H30

H27



43.4 

13.5 

56.6 

38.7 

26.3 

10.6 

21.2 

21.2 

48.5 

18.2 

57.9 

46.1 

23.0 

14.2 

21.8 

16.7 

46.3 

12.0 

58.3 

52.3 

20.1 

15.9 

23.3 

17.0 

47.1 

11.9 

57.0 

47.8 

16.2 

16.2 

20.0 

15.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

１働く場が限られている

２能力発揮の場が少ない

３労働条件が整っていない

４育児施設が十分でない

５昇進、教育訓練等に男女の差別的扱いがある

６結婚・出産退職の慣行がある

７「男は仕事」「女は家庭」という社会通念がある

８家族の理解、協力が得にくい

今回 R3 Ｈ30 Ｈ27

３ 女性が働きにくい理由（複数回答）

★ 「労働条件が整っていない」「働く場が限られている」という回答が多くなっています。

「あまり働きやすい状況にない」又は「働きやすい状況にない」と回答した理由として多く挙げられたもの
は、｢労働条件が整っていない｣(56.6％)、｢働く場が限られている｣(43.4％)、｢育児施設が十分でない｣
(38.17％)などでしたが、前回調査からポイントが減少しています。

「家族の理解、協力が得にくい」は前回調査より4.5ポイント、「昇進、教育訓練等に男女の差別的な扱いが
ある」は前回調査より3.3ポイント増加しています。

４ 女性が出産後も離職せず働き続けるために必要なこと（複数回答）

★ 「子どもを預けられる環境の整備」と回答した人が最も多くなっています。

回答が多かったのは、｢子どもを預けられる環境の整備｣(78.4％)、｢男性の家事参加への理解・意識改革｣
(59.8％)、｢職場における育児・介護との両立支援制度の充実｣(58.8％)、｢女性が働き続けることへの周囲の理
解･意識改革｣(50.2％)などでした。

回答の男女差が大きいのは「短時間勤務制度や在宅勤務制度などの充実」（12.4ポイント差）、「介護支援
サービスの充実」（11.1ポイント差）、｢男性の家事参加への理解・意識改革｣で（11.0ポイント差）でした。
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※回答のうち、「その他」、「特にない」、「わからない」及び無回答をグラフから除いています。

※回答のうち、「その他」、「わからない」及び無

回答をグラフから除いています。

N＝274

N＝330

N＝282

N＝395

今回

R3

H30

H27

74.3

33.0

36.6

53.8

46.9

21.5

37.3

55.1

36.3

31.7

82.1

44.1

41.5

64.8

53.0

23.1

42.1

62.5

48.7

35.7

78.4

39.0

39.0

59.8

50.2

22.3

39.6

58.8

42.8

33.7

80.5

37.5

36.7

54.6

48.4

20.1

42.6

55.1

43.7

32.1

0% 50% 100%

１子どもを預けられる環境の整備

２介護支援サービスの充実

３家事･育児サービスの充実

４男性の家事参加への理解･意識改革

５女性が働き続けることへの周囲の理解･意識改革

６働き続けることへの女性自身の意識改革

７男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革

８職場における育児･介護との両立支援制度の充実

９短時間勤務制度や在宅勤務制度などの充実

１０育児や介護を理由とした不利益な取扱いの禁止

男性
女性
合計
前回調査

今回調査
前回調査

N＝656

N＝742
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Ⅴ 仕事と家庭・社会活動の両立

１ 両立の理想と現実

★ 「仕事と家庭・社会活動の両立」の理想と現実には差があります。

女性については、仕事と家庭生活等の両立が望ましいという回答が39.3％と最も高く、男性については、今回
初めて仕事と家庭生活等の両立が望ましいという回答が最も高くなりましたが、依然として男女ともに現在の状
況とは大きい差があります。

また、女性については男性よりも家庭生活・社会活動を優先することが望ましいという回答が多く、男性につ
いては女性よりも仕事を優先することがが望ましいとする回答が多くなっています。

２ 仕事と家庭・社会活動の両立のために必要なこと（複数回答）

★ 引き続き、幅広い項目について取組が求められています。
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※回答のうち、「その他」、「わからない」及び無回答をグラフから除いています。

4.0 

37.2 

39.2 

5.8 

0.8 

13.5 

34.3 

22.1 

4.6 

9.6 

１ 仕事

に専念

２ 仕事

を優先

３ 両立

させる

４ 家庭

生活・…

５ 家庭

生活・…

男性について

1.5 

24.5 

39.3 

16.9 

3.2 

6.3 

21.9 

21.6 

14.1 

14.7 

１ 仕事に専念

２ 仕事を優先

３ 両立させる

４ 家庭生活・

社会活動を優先

５ 家庭生活・

社会活動に専念

女性について

理想 現実

60.4 

44.9 

16.8 

48.2 

57.8 

44.9 

39.9 

41.6 

43.6 

16.5 

36.3 

22.8 

52.4 

35.7 

18.4 

51.0 

60.8 

45.2 

49.9 

46.4 

43.8 

19.3 

47.6 

27.4 

55.9 

39.8 

17.5 

49.8 

59.3 

45.0 

45.1 

43.9 

43.6 

17.8 

41.9 

25.0 

50.3 

39.9 

18.7 

48.1 

57.7 

47.3 

45.3 

41.6 

43.0 

16.7 

42.0 

29.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

１給与、仕事内容等の労働条件面での男女

間格差の解消

２昇進、昇格の機会で男女差をなくす

３研修や職業訓練の機会の確保

４労働時間の短縮及び休暇制度の

充実・普及

５育児休業・介護休業制度を利用しやすい

職場環境整備

６育児や介護のために退職した職員の

復職、再就職の制度

７柔軟な勤務制度の導入

８金銭面での支援の充実

９保育・介護サービスの向上

１０仕事と家庭生活等の両立等、問題を

相談できる窓口

１１「男は仕事、女は家庭」といった

固定的性別役割分担意識の解消

１２家庭や学校における男女平等教育

男性 女性 合計 前回調査 ※回答のうち、「その他」、「わからない」及び無回答をグラフから除いています。

3.9 

39.9 

35.6 

5.8 

0.9 

15.4 

38.6 

19.3 

5.8 

6.6 

１ 仕

事…

２ 仕

事…

３ 両

立さ…

４ 家

庭…

５ 家

庭…

男性について

1.8 

25.7 

38.9 

16.3 

2.7 

9.1 

22.5 

18.2 

10.2 

16.8 

１ 仕事に専念

２ 仕事を優先

３ 両立させる

４ 家庭生活・

社会活動を優先

５ 家庭生活・

社会活動に専念

女性について

理想 現実

【前回調査】

女性が仕事と家庭・社会活動の両立を可能とするために必要なこととして、回答が多かったのは、｢育児休業・介護休業制度を
利用しやすい職場環境整備｣(59.3％)、｢給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消｣(55.9％)、｢労働時間の短縮及び
休暇制度の充実・普及｣(49.8％)などでした。

また、「「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識の解消」が必要と考える女性の割合が大きく増加していま
す。
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Ⅵ 女性支援、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

１ 女性支援についての認知度

★ 女性支援に関する制度や取組の認知度はまだ高くありません。

困難な問題を抱える女性の支援等に関する制度や取組については、「知っている」と回答した人の割合が低い状
況になっています。

13.8 

28.0 

55.0 

23.6 

020406080100

１困難な問題を抱える女性を支援するために法律が

制定され、施行されたこと

２困難な問題を抱える女性とは、様々な事情により日

常生活又は社会生活を円滑に営む上で困難な問題を

抱える女性をいうこと

３困難な問題を抱える女性のほか、配偶者からの暴

力を受けた者、ストーカー被害者、人身取引被害者に

対して女性支援が行われていること

４女性支援は、女性相談支援センター、女性相談支援

員、女性自立支援施設、民間団体が協働して行って

いること

女性
14.9 

26.1 

48.5 

16.8 

0 20 40 60 80 100

１困難な問題を抱える女性を支援するために法律

が制定され、施行されたこと

２困難な問題を抱える女性とは、様々な事情によ

り日常生活又は社会生活を円滑に営む上で困難

な問題を抱える女性をいうこと

３困難な問題を抱える女性のほか、配偶者からの

暴力を受けた者、ストーカー被害者、人身取引被

害者に対して女性支援が行われていること

４女性支援は、女性相談支援センター、女性相談

支援員、女性自立支援施設、民間団体が協働して

行っていること

男性

２ ドメスティック・バイオレンス（DV)についての認知度

★ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について認知度が高い一方、関連する制度や取組の認知度はまだ

高くありません。

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）がどのような行為なのかについては８割以上の人が知っています。
一方で、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する制度や取組については、前回調査結果同様、過半数の

人が知らない状況になっています。

86.7 

86.7 

26.5 

46.7 

43.2 

29.1 

53.0 

020406080100

１配偶者や恋人など親密な人から受ける暴力を

ＤＶと呼ぶこと

２ＤＶには精神的・性的暴力も含まれること

３間接的に受ける精神的暴力を「面前DV」という

こと

４ＤＶ被害者支援のための法律が制定されてい

ること

５配偶者暴力相談支援センター、警察で相談や

被害者保護を行っていること

６ＤＶ被害者を発見した人は、通報する努力義務

があること

７裁判所による「保護命令」制度があること

女性

81.2 

83.2 

25.4 

48.2 

40.3 

29.7 

46.2 

0 20 40 60 80 100

１配偶者や恋人など親密

な人から受ける暴力をＤＶ

と呼ぶこと

２ＤＶには精神的・性的暴

力も含まれること

３間接的に受ける精神的

暴力を「面前DV」ということ

４ＤＶ被害者支援のための

法律が制定されていること

５配偶者暴力相談支援セ

ンター、警察で相談や被害

者保護を行っていること

６ＤＶ被害者を発見した人

は、通報する努力義務が

あること

７裁判所による「保護命

令」制度があること

男性
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Ⅶ 性的マイノリティ

１ 性的マイノリティに関する人権問題（複数回答）

★ 性的マイノリティに関する人権問題を体験等する人が一定程度存在しています。

LGBT等の性的マイノリティに関し、体験したことや、身の回りで見聞きしたこととしては、「ばかにして笑われ
たり、差別的な言葉を言われること」(12.3％)、「職場、学校などで嫌がらせやいじめを受けること」（10.1％）
の順で回答が多くなっています。

3.5 

40.2 

17.2 

38.1 

43.3 

29.9 

1.5 

1.7 

2.7 

6.1 

3.4 

3.4 

28.5 

28.5 

2.6 

19.4 

7.6 

33.1 

45.1 

49.1 

41.9 

46.2 

54.3 

23.2 

23.3 

25.0 

35.2 

31.7 

29.7 

41.3 

44.7 

21.0 

31.4 

34.5 

54.3 

7.9 

24.8 

12.7 

3.7 

9.5 

66.3 

66.8 

62.8 

50.0 

56.4 

58.1 

22.0 

19.4 

67.2 

39.9 

49.2 

9.1 

6.4 

8.7 

7.3 

6.7 

6.1 

8.4 

8.1 

9.3 

8.7 

8.4 

8.5 

7.9 

7.3 

9.0 

9.1 

8.5 

0 25 50 75 100

①女子差別撤廃条約

②男女雇用機会均等法

③男女共同参画社会基本法

④育児・介護休業法

⑤ストーカー規制法

⑥DV防止法

⑦次世代育成支援対策推進法

⑧女性の職業生活における活躍の促進に関する法律

⑨政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

⑩ＬＧＢＴ理解増進法

⑪岩手県男女共同参画推進条例

⑫いわて男女共同参画プラン

⑬ジェンダー

⑭性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）

⑮ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

⑯ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

⑰男女共同参画センター

内容を知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

Ⅷ 男女共同参画施策

１ 男女共同参画に関する関連法令等についての認知度

★ 男女共同参画に関する関連法令等の認知度は、まだ低い状況です。

男女共同参画に関する関連する言葉のうち、「内容を知っている」割合が高いものは、｢ストーカー規制法｣
(43.3％)、｢男女雇用機会均等法｣(40.2％)などでした。

10.1 

3.4 

6.6 

12.3 

2.1 

1.4 

3.2 

1.2 

55.2 

0% 50% 100%

１職場、学校などで嫌がらせやいじめを受けること

２交際を反対されること

３就職・職場で不利な扱いを受けること

４ばかにして笑われたり、差別的な言葉を言われること

５アパートなどへの入居を拒否されること

６施設の利用や、店舗などへの入店を拒否されること

７本人の了承を得ずに、性的指向・性自認を公にすること

８その他

９特にない



２ 県や市町村行政に対する要望 （複数回答）

★ 男女平等を目指した制度や保育、介護等のサービスの充実が望まれています。

性別にかかわらず全ての人が共同で参画する社会を実現するために行政が力を入れていくべきこととして多かったの
は、男性・女性ともに、「男女平等を目指した制度の制定や見直し」、「職場における男女の均等な取扱いの周知徹
底」、「保育所、放課後児童クラブなどの施設・サービスの充実」、「高齢者や病人の施設や介護のサービスの充実」
などでした。

※回答のうち、「その他」、「わからない」及び無回答をグラフから除いています。

令和６年度 男女が共に支える社会に関する意識調査報告書（概要版）

岩手県環境生活部 若者女性協働推進室

〒０２０－８５７０ 岩手県盛岡市内丸１０－１

電話０１９－６２９－５３３６

ホームページアドレス

http://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/seishounendanjo/danjo/danjo/index.html

「いわて男女共同参画シンボルマーク」
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令和７年５月
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1.7 

6.3 
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30.5 

20.5 
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15.9 

35.4 

36.6 

27.7 

7.8 
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33.7 
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31.9 

15.4 

35.5 

33.4 

26.7 

5.8 

2.7 

5.5 
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35.2 

21.8 

12.3 

32.1 

15.9 

37.1 

32.7 

23.6 

5.8 

3.9 

5.3 

8.2 
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１男女平等を目指した制度の制定や見直し

２政策決定の場への女性の積極的な登用

３各種団体の女性リーダーの養成

４職場における男女の均等な取扱いの

周知徹底

５女性の就労機会の確保、女性の

職業教育や職業訓練の充実

６保育所、放課後児童クラブなどの

施設・サービスの充実

７高齢者や病人の施設や介護の

サービスの充実

８学校教育や社会教育・生涯学習の場

での男女平等や相互理解学習の充実

９女性の生き方に関する情報提供や

交流の場となる拠点施設整備

１０各国の女性との交流や情報提供

などの国際交流の推進

１１広報誌やパンフレット等による

男女平等や相互理解・協力についてのPR

１２性の多様性や性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）

に関する理解促進や相談体制の充実

男性 女性 全体 前回調査


